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● 逆位相の二つのシングルエンド信号源が差動モー
ド信号成分
　図1（a）で二つに分解された信号源VD1，VD2は，図

モデル化の準備

■ 差動モード成分のみの場合

● 差動モード信号源は二つの逆相としてモデル化
　まず当面ここでは，差動モード信号成分についての
み考え，同相モード成分はないものとして説明してい
きます．
　図1に非常に単純な回路を示します．これは差動伝
送の基本モデルです．図1（a）は，単一の信号源VD［V］
と負荷抵抗RL［Ω］であり，グラウンドとはどことも
接続されていません．単にVDによりRLが駆動されて
います．
　実際の差動回路や差動伝送は，以後に示すように，
二つの差動信号源から駆動されるのがほとんどですが，
差動信号源と差動伝送線路をこのようにモデル化する
ことも多いです．
　さて，この図1（a）の回路の信号源VD［V］を，図1（b）
の回路のように，二つの信号源VD1＝VD/2［V］，VD2
＝VD/2［V］が二つ直列に接続されたものとして考え
てみます．
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図2　負荷抵抗も二つの直列抵抗に分けて考える
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これから説明する差動回路や差動
伝送線路は，こんな感じで信号源
から駆動するような説明も多いニ
ャ．つまりこの左の回路が差動伝
送の基本モデルというわけニャ！
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図1　差動伝送の基本モデル1…非常に単純な回路の信号源を二
つのシングルエンド信号源に置き換える
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